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「⼈⼯知能」の同床異夢

1. 研究者にとっては… 知性を模倣することで、知性を理解しようとする営み、あるいはその研究領域

– 探索（乗換案内、ゲーム等）、推論（定理証明等）、最適化

– 認識（画像、⾳声、…）

– ⾃然⾔語処理、

2. メーカーの思惑は…ブランド戦略「うちの製品は先進的」

– 上記の技術のいずれかが部分的にでも使われていれば「AI」

– Watson, Zinrai, H, …, AIスピーカー, AI電⼦レンジ, …

3. ⼀般⼈からみると…擬⼈的な機械「なんかすごい、でも怖い」

– 鉄腕アトム、HAL9000、ターミネーター、…

4. マスコミ…危機感を煽るテーマ

– シンギュラリティ、⼈⼯知能に奪われる仕事、…

5. 政府…？
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AIとは「情報技術を進化させる営み」

1956-1974 第1次⼈⼯知能ブーム
• 記号処理 (LISP)
• Means-End Analysis 
• ⾃然⾔語処理

1956-1974 第1次⼈⼯知能ブーム
• 記号処理 (LISP)
• Means-End Analysis 
• ⾃然⾔語処理

1980-1987 第2次⼈⼯知能ブーム
• 知識表現 (e.g. フレーム)
• エキスパートシステム
• オントロジー

1980-1987 第2次⼈⼯知能ブーム
• 知識表現 (e.g. フレーム)
• エキスパートシステム
• オントロジー

2008 第3次⼈⼯知能ブーム
• 統計的機械学習・深層学習

2008 第3次⼈⼯知能ブーム
• 統計的機械学習・深層学習

- 動的メモリ管理
- 探索アルゴリズム
- 形式⾔語理論
- ：

- 動的メモリ管理
- 探索アルゴリズム
- 形式⾔語理論
- ：

- オブジェクト指向
- モデリング⾔語
- セマンティックWeb
- ：

- オブジェクト指向
- モデリング⾔語
- セマンティックWeb
- ：

帰納的システム開発
(機械学習⼯学)

AIとして研究開発された機能・技術 成熟してITに取り込まれた技術



「AI」を定義することの無意味さ

 ＡＩネットワーク社会推進会議「国際的な議論のためのＡＩ開発ガイドライン
案」による定義によると…

– AIとは、「学習等により⾃らの出⼒やプログラムを変化させるソフトウェア」

 ほぼすべてのソフトウェアがあてはまる

– かな漢字変換、ブラウザ、カーナビ、…

 つまりはAI＝IT？？
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以下の議論は統計的機械学習に限定



システムの部品としての統計的機械学習
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カーナビ⾳
声認識・経
路最適化

カメラ画像
物体認識

エンジン最
適化制御

燃焼状態
異常検出

⽬的地リコメ
ンデーション

空調最適化
制御

路⾯状態
認識

乗員の挙動
認識



丸⼭の予想: 

2020年には、新しく作られるソフトウェアの
50%以上が統計的機械学習応⽤システムとなる
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デジタル計算機発明以来、最⼤のパラダイムシフト
＝広⼤な「Low Hanging Fruits」刈り取りの場



広⼤な可能性を⽬の前にして、
「既に負けている」というメッセージを政府が出してよいのか？

内閣府「政策討議（ＡＩ戦略）論点」http://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/juyoukadai/13kai/siryo4-1.pdf

PFN、深層学習の学習速度において世界最速を実現
https://www.preferred-networks.jp/ja/news/pr20171110

深層学習の標準フォーマット作成において、世界の
パートナーシップの⼀⾓ http://onnx.ai/

⼀⽅で、世界に伍して競争している⽇本の研究開発者がいることを認識してほしい



http://www.meti.go.jp/committee/sankoushin/shojo/johokeizai/it_jinzai_wg/pdf/001_04_02.pdf

担う⼈材は誰か：我が国のITエンジニアは90万⼈以上



なぜIT⼈材が不⾜しているように⾒えるのか – 「IT」の2極化
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伝統的な⽇本企業にとって
のIT (NTTデータ、富⼠通、
…)

スタートアップにとっての
IT (サイバーエージェント、
メルカリ、…)

企業におけるITの位置付け ITはコスト(多くの顧客の⾒
⽅)

ITはコア

開発部隊 請負契約による委託開発 インハウス開発

開発プロセス ウォーターフォール アジャイル
品質 ⽂書化、網羅的テスト、契

約
動くソフト、Continuous
Integration、個⼈との対話

コミュニティ JISA、JEITA、JIPDEC、… オープンソース、github、
Qiita、Connpass、…

成⻑率 年率1桁以下 年率2桁以上

エンジニアへの報酬 年功序列 能⼒給 (e.g. サイバーエー
ジェント初任給>720万)

優秀な⼈材はこちらに!政府に⾒えている「IT産業」



伝統的な企業に就職したIT技術者が経験すること

“ミーティングで「Gitは使わないんですか？」と質問した所解答は以下のようになりました。
•Yes 0%
•No 0%
•なにそれ 100%”

https://qiita.com/sirootosan/items/43226b6707ab6dc9d6af



流れを理解してください

 “Software is Eating the World,” Marc Andreesen, 2011

– 産業を「ものづくり」が牽引する時代は終わった

 “Software 2.0,” Andrej Karpathy, 2017
“Deep Leaning is Eating Software,” Pete Warden, 2017

– ソフトウェアをアルゴリズムが牽引する時代は終わった

– 系：「初等教育でプログラミング必修」の議論は時代遅れ

 「初等教育で統計必修」であるべき

– プログラミングは出来る⼈と出来ない⼈がいる、が…

– 統計は全員が理解しておくべき

– ただし、「統計」とは頻度論ではなくベイズ統計を！
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⼈材育成に関するPFNコメント

 育成よりも開発⽅法論

̶ 「ＡＩ⼈材不⾜を抜本的に解消する」ために、やみくもに育成すればよいというものではな
い。1960年代に同様なソフトウェア技術者不⾜の議論があり「ソフトウェア危機」と呼ばれ
たが、そこで現れたのが「ソフトウェア⼯学」というソフトウェア開発⽅法論の知識体系で
あり、これによって⼈材不⾜が解消された。同様に「機械学習⼯学」とも呼ぶべき⽅法論の
研究開発を推進すべきである。

 海外⼈材獲得のチャンス

̶ 海外からの⼈材獲得については、⽶トランプ政権が閉鎖的であるのは千載⼀遇のチャンスで
ある。現在、PFNへの応募者の過半数が海外からの応募者であり、このことを強く実感して
いる。東京はシリコンバレーに⽐べて圧倒的に⽣活費が安く、治安も良い。加えて、⽇本に
は著作権法の47条7項があり、機械学習に必要な統計的処理には、著作権の縛りがない。こ
れらの論点を国として⼤きくアピールし、海外からの⼈材を呼び込むべきである。

 ⼈材流動性

̶ 特に深層学習においては、データを持っている産業界での技術⾰新が速いので、優秀な⼈材
をアカデミアだけでなく、産業界での経験を積ませるような施策があるとよい。

総合科学技術・イノベーション会議 政策討議 2/1 http://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20180201/siryo4.pdf
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「⼈材不⾜」はいつか来た道…ソフトウェア危機 (1960年代)

ソフトウェア⼯学の夜明け
(⼈材育成ではなく、⽅法論の体系化が鍵)

写真： 最初の汎⽤機IBM S/360

コンピュータの急激な⾼性能化によってコンピュータ上のシステムが扱う問題が益々複雑化
→ ソフトウェアエンジニアの不⾜（ソフトウェア危機）が叫ばれた

アセンブリ⾔語で書かれたプログラム
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同様に、⼈材不⾜に対する決定打は「機械学習⼯学」！
2018年4⽉、⽇本ソフトウェア科学会に「機械学習⼯学研究会」が発⾜

公開１週間で500名以上
の申し込み
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Thank You


